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あらまし  IEA-ICCS 2016（教育達成度評価国際学会・市民性教育国際調査）は，世界の 8 年生（中学 2 年生）生

徒の市民的知識・態度・行為に関するデータを得るための，認知テストと質問紙調査からなる国際比較を目的とし

た調査である．筆者らは IEA-ICCS 2016 公開データを用い，教育方法の変革により注目される ICT（情報通信技術）

の活用の様態に対する生徒の認識や態度に特に着目して，認知テスト結果との関連について再分析した結果を報告

する．また，市民性教育の中心概念には，民主主義と並んで主権者教育がおかれているとの考えに基づき，特別活

動・総合学習が市民性教育の涵養を果たす可能性について，教職課程科目の実践に触れながら検討する． 
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Abstract IEA-ICCS 2016 is an international comparative study consisting of the cognitive test and the student questionnaire 

survey to obtain data on civic knowledge, attitudes, and actions of 8th grade students around the world. Using the IEA-ICCS 

2016 public data, the authors report the results of a re-analysis of the relationship between the test results and students' 

perceptions and attitudes toward ICT (Information and Communication Technology) in particular. which has received much 

attention due to changes in educational methods. Furthermore, based on the idea that sovereign education, as well as 

democracy, is a central concept of citizenship education, the possibility of special activities and integrated learning to cultivate 

citizenship education will be discussed, touching on the practice of teaching courses. 
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1.  はじめに  

1 .1 .  市民性教育に関する学校教育の方向性  
現代社会の諸課題，政治や経済，働く上での権

利・義務等に関する教育活動は，公民教育，市民教育，

主権者教育あるいはシチズンシップ教育，市民性教育

などと呼ばれている．直近の各校種及び特別支援学校

の学習指導要領改訂にあたっての中央教育審議会答申

「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領の改善及び必要な方策等について

（答申）」（中央教育審議会 2 0 1 6）には，「国家・社会

の基本原理となる法やきまりについての理解や、政治、

経済等に関する知識を習得させるのみならず、課題の

解決に向けて、協働的に追究し根拠をもって主張する

などして合意形成する力、よりよい社会の実現を視野

に国家・社会の形成に主体的に参画しようとする力を

育成することが重要」と指摘している．このような力

を育成することを，本稿では市民性教育あるいは主権

者教育に関する学校教育の方向性ととらえる．  

 

1.2 .  市民性教育と IEA-ICCS 
このような市民性教育等の取り組みの成果を評価

し国際的に比較する枠組みとして， I E A（国際教育到

達度評価学会）は， I E A - I C C S（国際市民・シチズン

シップ教育調査）を 2 0 0 9  年・2 0 1 6  年に調査実施し
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ている． 2 0 1 6  年調査では世界 2 4  か国・地域（うち

最大は欧州の 1 5  か国）の 8  年生（中学 2  年生）と教

師・学校を対象とし，知識等を問う認知テストと質問

紙調査からなる調査を行っている．なお，この調査は，

主にヨーロッパの社会状況を反映した内容だと考えら

れ，日本の伝統的な「公民科」の内容とは異なったも

のになっており，同調査を日本においても何らかの形

で実施し，その結果を国際的な文脈で示すことも非常

に重要であるとの指摘がある（野崎 2 0 1 2）．  

 

1.3 .  本稿の主題：生徒の ICT 活用と市民的知識  
生徒の市民的知識及び市民としての関わり方や態

度は，家族が持つ背景や学校・社会環境，あるいは家

族や学校・社会におけるコミュニケーションや教授＝

学習の過程，社会的・政治的な状況など，生徒一人ひ

とりにとっての様々な要因が関わって規定していると

いえる．  

ところで， I E A - I C C S が対象とする 1 0 代の年齢の

生徒に限らず，世界じゅうの市民にとり， I C T（情報

通信技術）が年を追うごとに普及目覚ましいことは論

をまたない．ゆえに I C C S が対象とする市民性教育で

も，生徒の I C T 活用の様態と，認知テスト及び質問

紙調査の結果との間に関連が認められる可能性がある．

しかも I C T 活用の様態は，技術的にも社会経済的に

も年を追っての変化がきわめて大きい．ここ十年のソ

ーシャルメディアの普及・利用はその代表例であろう．  

このことを受けてとみられるが， I E A - I C C S 生徒質

問紙でも， I C C S 2 0 0 9 と比べ， I C C S2 0 1 6 においては，

情報通信ネットワーク（例：インターネット，ソーシ

ャルメディア）に関する質問項目が，既存の通信メデ

ィア（例：テレビ，新聞）に関する質問項目に加えて

大幅に増加した． I C C S 2 0 1 6 以降にはさらに，たとえ

ば我が国の 2 0 2 0 年の一斉休校等の要因も受け，デジ

タル機器を用いた学習活動（デジタル学習）（渡辺・

酒井 2 0 2 2）が大きく進展している．  

そこで本稿では，生徒の I C T 活用と市民性教育の

関連について，国際大規模調査である I E A - I C C S 認

知テスト及び生徒質問紙に注目する．特に生徒質問紙

における情報通信メディア（テレビ，ソーシャルメデ

ィア）の活用の様態は，認知テストの得点とどのよう

な関連があるかについて，公開されている匿名生徒調

査データ（ I E A o n l i n e）の再分析を通じて検討する．  

 その上で，本稿がとりあげている市民性教育あるい

は主権者教育については，学校における取り組みを工

夫し充実を図ることが求められる．その具体的な取り

組みとして，大学における教職課程科目「特別活動・

総合的な学習の時間の理論と方法」での主権者教育に

関わる指導について述べる．  

2.  ICT 活用からみた市民性教育調査の分析  
本章では， I E A - I C C S 認知テスト及び生徒質問紙を

用いた調査の公開されている匿名生徒データを用い，

生徒の I C T（情報通信技術）利用やメディアへの信

頼が，市民教育・シチズンシップ教育国際調査の結果

とどのような関連があるか，の再分析を行った結果に

ついて述べる．  

 

2.1 .  ICCS2016 国際データベース（ IDB）  
ここで，本分析で用いたデータについて補足的説

明をする． I E A - I C C S 2 0 1 6 は，参加国が 2 4 か国・地

域であり，このうち欧州では 1 5 カ国が調査対象国と

して参加した．だが，収集データの国際的要件を満た

していないドイツを除いた 1 4 カ国（ベルギー（フラ

マン語圏）（B E L），ブルガリア（B G R），クロアチア

( LVA )，デンマーク ( D N K )，エストニア ( E ST )，フィ

ンランド（F I N），イタリア（ I TA），ラトビア（LVA），

リ ト ア ニ ア （ LT U ) ， マ ル タ （ M LT ）， オ ラ ン ダ

（NL D），ノルウェー（N O R），スロベニア（S V N），

スウェーデン（SW E））のデータを本分析では用いた．

I E A - I C C S  2 0 1 6 国際データベース（ I D B）には，本

調査に参加した 8 年生（中学 2 年生）による国際認

知テストデータおよび各国の生徒，教師，学校質問紙

データがある．  

I C C S 2 0 1 6 に参加した生徒には，家庭環境，学校の

状況に対する認識，市民的理念や制度，社会における

重要なテーマに対する態度，市民活動に関する側面な

どに関する生徒質問紙を実施しており，生徒質問紙デ

ータファイルにはこれらの質問に対する生徒の回答が

直接含まれている．認知テストは，項目のほとんどは

多肢選択式，一部は短答式である．認知的領域を「知

識」「推論と分析」に分け，内容領域として「市民社

会とシステム」「市民の原則」「市民参加」「市民アイ

デンティティ」の 4 つを定めた，いわゆる「市民性

教育フレームワーク」のもとで構成されている．  

ただし， I C C S の範疇であるテスト項目のすべてに

生徒が回答するのは膨大となる．それによる生徒の負

担を減らすため， I C C S 2 0 1 6 ではテスト冊子を 1 0 分

割してそのうち複数に回答し，結果としてすべての問

題の一部だけに解答する．すると逆に，生徒の問題へ

の解答が少ないため，正確な能力の推定ができない

（A E R A o n l i n e）．そこで，生徒の I C C S 2 0 1 6 認知テ

スト得点は，5 つの推計値（Pl a u s i b l e  Va l u e s）とし

て推定している．P l a u s i b l e  Va l u e s とは，以上のよう

な評価状況において，母集団の特徴を矛盾なく推定す

るための計算近似値として開発されたものである．こ

の数値を個人の得点として用いてはいけないが，それ

ぞれの P l a u s i b l e  Va l u e  を使って統計量を求め，それ
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を平均すれば，全体の統計量が求められる．これが，

生徒の背景と生徒の認知テストにおける特性や達成度

と の 関 係 の 分 析 を 容 易 に す る た め に 用 い ら れ る

（K ö h l e r,  2 0 1 8 ,  p . 1 0）．以上の公開データベースの

設計仕様に対応するために， I E A は I D B  A n a l y z e r と

いうソフトウェアを公開（ I E A o n l i n e）している．

I D B  A n a l y z e r は連動して用いることのできる統計解

析パッケージ（ S P S S ,  S A S）で動作するマクロ集の

役割をしており，認知テストの推計値に対応した分析

を行える．なお本分析では S P S S  Ve r. 2 3 . 0 J を用いた．  

 

2.2 .  生徒質問紙の ICT 活用に関する項目  
本分析では，生徒質問紙の質問項目のうち，メデ

ィア・ I C T 活用に関連すると判断できる 1 4 項目に性

別を訊ねる 1 項目を合わせた 1 5 項目を著者らにより

選別し，その公開データを用いた．これら質問項目に

対し，まず国別に，説明変数としての生徒質問紙の質

問 1 4 項目を合成変数に要約する主成分分析を行い，

選別した質問項目の全体的な評価を行った．次に国別

に，従属変数を認知テストの推計値，説明変数を選別

した生徒質問紙の質問等 1 5 項目とした重回帰分析を

行った．国別の自由度調整済み重決定係数（R 2 ）に

より推定の程度を評価したのち，説明変数の自由度調

整済み決定係数とその有意差検定の結果に注目した．

欧州  1 4  カ国について有意性が同じ方向，すなわち有

意差が認められる国の，説明変数に対する自由度調整

済み決定係数の正負が同じであれば，その説明変数の

従属変数への関連の方向性が欧州全体で同じ方向性で

あると判断できる．そのような項目を探す検討をした．  

以下は選別した生徒質問紙の項目で，筆者らが試

訳を行ったものである（藤谷・藤谷  2 0 1 9）．  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

Q 2  あなたは女の子ですか，それとも男の子ですか．  

Q 1 2  あなたの家では，次の機器がいくつ使われてい

ますか．  

a .デスクトップ・ノート型パソコン  

b .タブレット端末や電子書籍リーダー（例： i P a d ,  

K i n d l e）  

c .インターネット接続が可能な携帯電話（例：スマ

ートフォン）  

Q 1 3  自宅にインターネット接続環境がありますか．  

Q 1 4  あなたは，以下の各活動にどのくらいの頻度で

参加していますか．（1 .  けっして，あるいはほとんど

ない／2 .  1 ヶ月に 1 度／3 .  1 週間に 1 度／4 .  ほとん

ど毎日）  

b .国内外のニュースを知るためにテレビを見る  

g .インターネットを使って，政治的・社会的問題に

関する情報を探す  

h .政治的・社会的問題にコメントや画像をインター

ネットやソーシャルメディアに投稿する  

i .他人の政治的・社会的問題に関するネット上の投

稿を，共有したりコメントしたりすること  

Q 2 0  過去 3 ヶ月間に，あなたの学校ではどのくらい

の頻度で以下のような状況がありましたか．  

f .生徒があなたについて攻撃的な写真や文章をイン

ターネットに投稿した  

Q 2 6  あなたは，次のような団体，機関，情報源をそ

れぞれどの程度信頼していますか．（ 1 .完全に信頼し

ている／2 .かなり信頼している／3 .少し信頼している

／4 .まったく信頼していない）  

g .  マスメディア（テレビ，新聞，ラジオ）  

h .  ソーシャルメディア（例： Twi t t e r ，ブログ，

Yo u Tu b e）  

Q 3 0  社会の重要な問題について，市民が意見を表明

する方法にはさまざまなものがあります．今後，自分

の意見を表明するために，以下のような活動に参加し

ますか．（ 1 .参加する／ 2 .たぶん参加する／ 3 .たぶん

参加しない／4 .参加しない）  

e .社会的・政治的問題についてのオンライン・ディ

スカッション・フォーラムに貢献する．  

f .議論の分かれる政治的・社会的問題に対していず

れかの立場をとるグループをオンラインで組織する．  

g .オンラインの選挙運動に参加する．  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

 

2.3 .  ICT 活用に関する項目の全体的評価  
説明変数として選別した生徒質問紙質問項目を合

成変数に要約する主成分分析により質問項目の全体的

な評価をした．第 1 主成分は 6 項目からなり（Q 3 0 f ,  

Q 2 6 h ,  Q 3 0 g ,  Q 2 6 g ,  Q 3 0 E ,  Q 1 4 g），『社会への信頼と

参加』の程度を表した．第 2 主成分は 8 項目からな

り （ Q 1 4 h ,  Q 2 0 f ,  Q 1 2 a ,  Q1 3 ,  Q 1 4 b ,  Q 1 4 i ,  Q 1 2 b ,  

Q 1 2 c），『ネットへの自分の関わり方』の程度を表し

た．国別の主成分得点による散布図を図 1 に示す．  

 

2.4 .  ICT 活用に関する項目の重回帰分析  
国別に，従属変数を認知テストの得点（推計値），

説明変数を選別した生徒質問紙の質問等 1 5 項目とし

た重回帰分析を行った．国別の自由度調整済み重決定

係数（R 2 ）により推定の程度を評価した結果を表 1

に示す．いずれの国も重相関係数（R）が 0 . 2～ 0 . 4

の間に収まる結果であり，着目したメディアや I C T

活用・性別に関する質問項目からなる重回帰分析の結

果は，認知テストの得点（推定値）と，やや相関関係

が認められることが分かった．  
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図 1 国別の主成分得点による散布図  

 

 

 

 

表 1 国別の自由度調整済み重決定係数と標準誤差  

C o u n t r y  R 2  S . E .  
B e l g i u m  ( F l e m i s h )  0 . 1 5 0 0  0 . 0 1 8 4  

B u l g a r i a  0 . 1 5 7 1  0 . 0 2 11  
C r o a t i a  0 . 0 8 3 6  0 . 0 1 4 4  

De n m a r k  0 . 1 3 9 0  0 . 0 11 9  
E s t o n i a  0 . 0 8 6 0  0 . 0 1 5 0  
F i n l a n d  0 . 1 4 8 7  0 . 0 1 4 6  

I t a l y  0 . 1 2 3 7  0 . 0 1 3 8  
L a t v i a  0 . 0 5 7 7  0 . 0 1 2 5  

L i t h u a n i a  0 . 0 9 6 3  0 . 0 11 3  
M a l t a  0 . 11 9 1  0 . 0 1 4 4  

Ne t h e r l a n d s  0 . 1 4 7 6  0 . 0 1 6 7  
N o r wa y  0 . 1 3 7 8  0 . 0 1 0 9  

S l o v e n i a  0 . 0 5 4 5  0 . 0 11 2  
S w e d e n  0 . 11 7 0  0 . 0 1 6 1  

( Ta b l e  Av e . )  0 . 11 5 6  0 . 0 0 3 9  

 

表2 認知テスト得点（推定値）に対する重回帰分析の各説明変数決定係数の有意差検定  

I t e m  P r ( > | t | )  ( S i g n i f i c a n c e :  * p < . 0 5 ,  * * p < . 0 1 ,  * * * p < . 0 0 1 )    
  BEL BGR HRV DNK EST FIN ITA LVA LTU MLT NLD NOR SVN SWE  

Q 1 2 a  * * *  * * *   * * *  * * *  * * *  * * *   * * *  * * *  * * *  *  * *  * *  P C 多いと高得点  
Q 1 2 b      *  * *  *  * *  * *       タブレット少ないと高得点  
Q 1 3  *  * * *  * * *  *    * *   * * *   *  * * *    ネット接続あると高得点  
Q 1 4 b   * * *  * *  * *  * *   * * *    *  * *  * *  * * *  *  内外情報テレビで見ていると高得点  
Q 1 4 g    * * *  * * *   * * *  * * *  * * *  * * *  * * *  * * *  * * *  *  * *  ネット探索していると高得点  
Q 1 4 h  * * *  * * *   * *  * *   * * *  * * *  * * *  * * *  * *  * * *  *   ネット情報掲載しないと高得点  
Q 1 4 i  * *   *  * *      * *  *   * *    シェア・コメントしないと高得点  
Q 2 0 f  *  * * *  *  * * *  *  * *  * * *  * *  * * *  * * *  * *  * * *  * * *  * * *  ネットで攻撃されないと高得点  
Q 2 6 h  * * *  * *  * * *  * * *  * * *  * * *  * * *  * * *  * *  * * *  * * *  * * *   * * *  ソーシャル信用できないと高得点  
Q 3 0 e  * *   * * *  * *  * * *  * * *  * * *  *  * *  * *  * * *  * * *   * * *  オンライン議論関わりたいと高得点  
Q 3 0 f  * * *  * * *  * * *  * * *  * * *  * * *  * * *  * *   * * *  * * *  * * *  * *  * * *  特定立場を組織したくないと高得点  
Q 3 0 g  * * *  * * *   * * *  *  * * *  * *  *   * *  *  * * *   * * *  選挙運動に参加したいと高得点  
Q 2    * * *  * * *  * * *  * * *    * * *  * * *  * * *  * * *  * *  * * *  * * *  * * *  女性は高得点  

 

次に，説明変数の自由度調整済み決定係数が欧州  

1 4  カ国について有意性が同じ方向，すなわちその説

明変数の従属変数への関連の方向性が欧州  1 4  カ国す

べてでは同じ方向性，つまり正負が同じ相関がみられ

た項目を検出した結果を表 2 に示す．結果から，た

とえばパソコンの保有（Q 1 2 a）が多い，タブレット

端末・電子書籍リーダーの保有（Q 1 2 b）が少ない，

ネットいじめの経験（Q 2 0 f）は少ない者は，認知テ

ストの得点が高い傾向であった．さらに，公の場で自

分の意見を述べることを期待している生徒（Q 3 0 e，

Q 3 0 g）は，認知テストで高得点の傾向であった．  

一方，興味深い結果も指摘できる．たとえば，メ

ディアに対する信頼感では， S N S やブログなどのい

わゆるソーシャルメディアに対する信頼感は，認知テ

ストの得点と負の相関がある（Q 2 6 h）．また，議論の

分かれる政治的・社会的問題に特定の立場をとる組織

を作るオンライン活動（Q 3 0 f），政治的・社会的問題

に関するコメントのインターネットへの投稿（Q 1 4 h），

政治的・社会的問題に関する投稿をオンライン共有

（Q 1 4 i）について，負の相関が見出された．原因や

意味合いを示すにはさらなる検討が必要であるが，情

報通信メディアや I C T の活用に関する生徒質問紙の

いくつかの項目が，このような重回帰分析の結果に当

てはまる事実を確認した．   

 

3.  主権者教育の特別活動・総合学習の教職課

程科目を通じた涵養  
教職員が市民性教育あるいは主権者教育の重要性
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を理解し，各学校段階における取り組みを工夫し充実

を図ることが求められる．だから，大学における教職

課程で，具体的に取り上げる機会を設定する必要があ

る．本章では「特別活動・総合的な学習の時間の理論

と方法」での主権者教育に関わる指導について考える．  

 

3.1 .  特別活動における主権者教育  
中学校学習指導要領解説総則編（文部科学省 2 0 1 7）

の付録６には，「主権者に関する教育」について育成

を目指す資質・能力に関連する教科等横断的な教育内

容に関連して，特別活動の主要な内容を次の通り示し

ている．  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

第２ 教育課程の編成  

〔学級活動〕２  

( 1 )  学級や学校における生活づくりへの参画  

ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決  

学級や学校における生活をよりよくするための課

題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を

図り、実践すること。  

イ 学級内の組織づくりや役割の自覚  

 学級生活の充実や向上のため、生徒が主体的に組織

をつくり、役割を自覚しながら仕事を分担して、協力

し合い実践すること。  

( 3 ) 一人一人のキャリア形成と自己実現  

イ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成  

 社会の一員としての自覚や責任をもち、社会生

活を営む上で必要なマナーやルール、働くことや社会

に貢献することについて考えて行動すること。  

〔生徒会活動〕２  

( 1 )  生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営  

 生徒が主体的に組織をつくり、役割を分担し、計画

を立て、学校生活の課題を見いだし解決するために話

し合い、合意形成を図り実践すること。  

〔学校行事〕２  

( 5 )  勤労生産・奉仕的行事  

 勤労の尊さや生産の喜びを体得し、職場体験活動な

どの勤労観・職業観に関わる啓発的な体験が得られる

ようにするとともに、共に助け合って生きることの喜

びを体得し、ボランティア活動などの社会奉仕の精神

を養う体験が得られるようにすること。  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

さらに「第３ 教育課程の実施と学習評価」では，

これらを通じ，『よりよい人間関係の形成，よりよい

集団生活の構築や社会への参画及び自己実現に資する

よう，』あるいは『互いのよさや個性，多様な考えを

認め合い，等しく合意形成に関わり役割を担うように

することを重視すること。』と示している．  

3.2 .  主権者教育に関する教職課程科目展開上の

工夫と成果  
『「特別活動」指導の実際』と題した，主権者教育

に関する教職課程科目展開上の工夫について述べる．  

A 主権者教育の基本と内容（教師の説明）  

「主権者に関する教育」が求められている経緯や

目的等を，スライド資料等を用いて簡潔に説明した．

〔学級活動〕の内容 ( 1 )の「（略）課題を見いだし，解

決するために話し合い，合意形成を図り，実践するこ

と．」や「（略）生徒が主体的に組織をつくり，役割を

自覚しながら仕事を分担して，協力し合い実践するこ

と．」また，〔学級活動〕の ( 3 )「社会の一員としての

自覚や責任をもち，（略）働くことや社会に貢献する

ことについて考えて行動すること．」は，主権者とし

ての「協働的問題解決能力」育成に結び付くものであ

ることを，明確に意識づけることがポイントであるの

で丁寧に指導した．  

B 主権者教育の展開（各自の考えと教師の助言）  

児童・生徒会活動を取り上げた．「生徒が主体的に

組織をつくり，役割分担し，計画を立て，学校生活の

課題を見いだし解決するために話し合い，合意形成を

図り実践すること．」では，具体的に児童・生徒会選

挙において，どのように参画すべきかを生徒が体験か

ら学べるようにした．これがまさに，社会参画意欲や

態度の育成に結びつくことであることを強調した．生

徒会担当教員のみでなく，全教職員で計画段階から関

わることが必要であることを学生が理解できるように，

生徒会の組織づくり等について計画し指導するか考え

させた．そして，グループ協議を行うことより考えを

深められるように展開した．  

C 主権者教育について考察（各自の論述とグループ

協議）  

「主権者教育」のまとめの時間 3 0 分間程度設定し

た．事前に次のような課題を出しておき，各受講生が

考察を深めたうえで小グループ協議を行った．  

〔課題〕  

日本の選挙権年齢は 1 8 歳以上となったが，

学校における児童会・生徒会の役員選挙は，

日本の選挙や市民性，主権者教育にどのよ

うな影響をもつと考えるか．また，このこ

とを踏まえて，教師はどのように児童会・

生徒会選挙を指導したらよいと考えるか，

具体的に 8 0 0 字以内でまとめて下さい．  

各自がより深く考察する時間（一週間）をとって

論述し，それをもとに第５回の冒頭で協議を行うとい

う展開 を執 った． また ，この 課題 では， L e a r n i n g  

Ma n a g e m e n t  Sy s t e m （ L M S ） で あ る  G o o g l e  

C l a s s r o o m  を用いて，「児童・生徒会選挙がどのよう
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に主権者教育に役立つのか述べよ」という主旨の課題

を出して回答させる活動を行った．回答を授業者が次

回授業前に目を通し，対面の小グループ協議をした際，

課題に特出した考えを述べていた学生を意図的に指名

して考えを引き出すことで，協議の中身の幅を広げる

ことができた．このようにすることで，主権者教育の

重要性やより具体的な取り組み方をじっくりと考察し，

自分のこととして表現することができた．  

 このように，実践の成果等はまだ精査をしていると

ころであるが，教職課程において，教科等横断的な教

育内容として捉えて指導する場面として，特別活動や

総合的な学習の時間での主権者教育が求められている

ことの展開を提案することができた．なお，日本にお

けるシチズンシップ教育や「市民科」として取り組ん

でいる自治体の実績や「特別の教科 道徳」等での指

導内容については，未だ緒に就いたばかりである．今

後さらに研究を進めていく必要がある．  

 

4.  おわりに  
今回， I E A - I C C S 認知テスト及び生徒質問紙の公開

データを用いて，メディアへの信頼や生徒の I C T 活

用の様態に関する質問項目への回答と，認知テストの

得点（推定値）との関連について分析を行った．  

市民性教育あるいは主権者教育の成果を児童生徒

が積み上げるには，おそらく，前章に述べたような

日々の学校生活における協働的な活動がまず必要だ．  

一方 I C T の活用方法に関し，中等教育で特に S N S

に関する興味深い実践がある（F a r d o u n  e t  a l ,  2 0 1 2 ;  

G l e a s o n  &  v o n  G i l l e r n ,  2 0 1 8）．Fa r d o u n らは，ソー

シャルネットワークが教育ツールとして機能し，思春

期の教育におけるソーシャルキャピタルの動機付けや

実現者として機能すると主張している．しかし筆者ら

の研究結果は，ネットワークというツールを『どの

ように使うかが重要』であることを示唆している．  

I C C S を主催する I E A は，グローバル化した世界に

おける寛容性の教育に向けてアプローチを広げている

（ S a n d o v a l - He r n a n d e z  e t  a l . 2 0 1 8 ）． 彼 ら は I E A -

I C C S 2 0 0 9 の結果を受けて，学校の現状を指摘し，教

師・生徒・教室の役割に関する実証的な提案を行って

いるが，インターネットやメディア利用に関する学習

活動を網羅した報告はまだない．教育における I C T

活用の適切な推進は非常に重要であり，グローバル化

した世界における寛容性の育成のためのメディアやイ

ンターネットの活用について更なる検討が必要である．  

 

付 記  
本報は筆者らの既公表研究発表（藤谷・藤谷 2 0 1 9 ;  

F u j i t a n i  a n d  F u j i t a n i  2 0 1 9）の一部を再掲するとと

もに，分析を行った結果の追加公表他について述べた．  

本研究は J S P S 科研費 2 0 K 0 3 1 5 8 の助成を受けたも

のである．  
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